
　　　多摩市在宅医療介護連携推進協議会（在宅療養を支える拠点として）の活動について（報告）

項目 令和５年度 令和６年度 令和７年

情報更新 情報更新 情報更新

※病院相談窓口一覧 ※病院相談窓口一覧 ※病院相談窓口一覧

※訪問看護STリスト ※訪問看護STリスト ※訪問看護STリスト

※他課併用医療機関リスト報更新 ※他課併用医療機関リスト ※他課併用医療機関リスト

協議会　年２回実施 協議会　年２回実施 協議会　年２回実施

テーマ「認知機能が低下した高齢者の意
思決定支援～本人の思いをどうつなげて
いくか～」

療養の場での４つの場面のテーマを検
討。
「救急と医療の視点から在宅療養の現状
を知り、在宅療養を選択できる。」

療養の場での４つの場面のテーマを検
討。
「入退院時の連携から日常の療養支
援。」

医師会HPに窓口専用ページを作成し、
以下公開・更新（専門職向け）病院相談
窓口一覧・訪問看護STリスト・他課併用
医療機関リスト

医師会HPに窓口専用ページを作成し、以
下公開・更新（専門職向け）病院相談窓
口一覧・訪問看護STリスト・他課併用医
療機関リスト

医師会HPに窓口専用ページを作成し、
以下公開・更新（専門職向け）病院相談
窓口一覧・訪問看護STリスト・他課併用
医療機関リスト

窓口と医師会の在宅医療連絡会を毎月
開催。

窓口と医師会の在宅医療連絡会を毎月
開催。

窓口と医師会の在宅医療連絡会を毎月
開催。

（エ）在宅医療・介護関係者の情報
の共有支援

医師と訪看護の連絡会を開始。MCSに
ついての説明・周知

医師と訪看護の連絡会年２回開催。1回
目MCSについての事例。2回目災害時の
対応についての医師を講師に勉強会を
実施。

医師と訪看護の連絡会年1～２回開催。
災害時のBCPについて意見交換会を実
施。の事例を活用した研修で周知

相談業務：121件 相談業務：107件 相談業務：８２件（１２月まで）

・窓口ニュース年２回発行 ・窓口ニュース年２回発行
・窓口ニュース年２回発行（市民向けに内
容をQ＆A式）

相談窓口のリーフレット

相談窓口のたま広報や市民向けの相談
案内に掲載。ケアマネージャー研修部会
へ参加。包括支援センターの代表者会議
に参加。

相談窓口のたま広報や市民向けの相談
案内に掲載。ケアマネージャー研修部会
へ参加。包括支援センターの代表者会議
に参加。

・医師と訪問看護連絡会開催２回 ・医師と訪問看護連絡会開催２回 ・医師と訪問看護連絡会開催２回

研修会年２回（対面復活） 研修会年２回 研修会年２回

研修部会年２回 研修部会年３回 研修部会年３回

①認知症の方の意思決定支援のために
効果的なアプローチとは？

①    （講演会）救急の現状を知り、急変時
に備えよう。

①研修：講師日本医科大学多摩永山病
院「入退院時の連携からの日常の療養
支援」入退院時の連携を中心に

②ACP（アドバンスケアプランニング）を
学び在宅支援に役立てよう

②    （グループワーク）救急の現状を知
り、急変時に備えよう。

②研修：講師日本医科大学多摩永山病
院「入退院時の連携からの日常の療養
支援」外来支援を中心に

・オリジナルパンフレット配布 ・オリジナルパンフレット配布

・窓口ニュースの配布 ・窓口ニュースの配布

・たま広報にて窓口の周知 ・たま広報にて窓口の周知

（ク）在宅医療・介護連携に関する
関係市区町村の連携

東京都の在宅療養相談窓口研修参加。
「南多摩５市窓口連絡会」に参加

東京都の在宅療養相談窓口研修参加。
「南多摩５市窓口連絡会」に参加

東京都の在宅療養相談窓口研修参加。
「南多摩５市窓口連絡会」に参加

（キ）地域住民への普及啓発

・たま広報にて窓口の定期掲載
・たま広報「医療情報救急キットとACPの
普及啓発」
・ACPの普及啓発年１回は考えよう。
・在宅医療介護連携推進協議会ニュース
発行
・包括支援センター・地域住民・自治会な
どからの依頼への講座開催（在宅療養や
ACP等）

（ア）地域の医療資源の把握

（イ）在宅医療・介護連携の課題の
抽出と対応策の検討

（ウ）切れ目のない在宅医療と在宅
介護の提供体制の構築

（オ）在宅医療・介護関係者に関す
る相談支援

（カ）医療・介護関係者の研修

参考資料


